
 

佐藤寿志税理士事務所 006-0022 札幌市手稲区手稲本町2条2丁目4番7号 TEL(011)699-5925 

 事務所通信 
 

 

ニュースから考える  

  

 将棋界に新たなスター

の誕生です。 

 6月 26日、将棋の藤井

聡太四段（１４）が竜王戦

で勝利、昨年１２月のデビ

ュー以来公式戦２９連勝となり 30年ぶりの記録更新

です。 

既に藤井四段は最年少プロ棋士記録を62年ぶり

に更新しておりますが、快進撃のスタートは最年少

記録を守っていた加藤一二三九段（７７）との対局で

した。 

その後の加藤九段の引退も重なり、世代交代を

象徴するようなストーリー展開です。しかも、非公式

戦ながら将棋界の第一人者、羽生善治三冠（４６）に

も勝利しており、小説や漫画のように羽生三冠との

名勝負の序章も始まっています。 

 他の 10代、卓球世界ジュニア選手権の史上最年

少優勝を成し遂げた張本智和選手（13歳）、中国ト

ップ３に勝った平野美宇選手（17歳）など新人類の

今後の活躍に注目です。 

とはいえ・・私たちも10代に刺激をうけて今まで以

上に新しい事にチャレンジしなければなりません

ね・・。 

 

1分でわかる業務カイゼン 

 

「10年後」・・ 

 ある勉強会で「10年後のビジョン」を考えるとのテ

ーマを与えられました。たとえば・・将棋の藤井四段

なら２４歳になって何冠かのタイトルを持っているかも

知れませんが・・自分の事となるとなかなかイメージ

がつかめません。 

 

 10年ひと昔と言いますが・・技術

革新や環境の変化は著しく、たと

えば写真はフィルムカメラからデ

ジカメに変わり・・その後デジカメ

からスマホに・・と油断していると

「あっ・・」という間に自社の主要商

品が突然無くなってしまうかもしれません。そう考える

と 10年後を考えるという事は意味がある事なのかも

知れません。 

 

「牛丼化」が進む？ 

 藤井四段は研究熱心と報じられておりますが最新

技術のコンピュータ将棋で研究しているようです。つ

まり今はやりのＡＩとの対局で実力を磨いています。

人間より機械やソフトが優秀だと思われる時代が近

づいているのでしょうか・・。 

 一方、人間が機械のように扱われているような状

況があります。業界を問

わず、最近の傾向として

仕事の短納期・低価格化

というものがあります。こ

れを称して「牛丼化」と言

うそうです。 

某チェーン店の宣伝文

句のように「うまい（品質）・安い（コスト）・早い（短納

期）」が当たり前、牛丼に限らず品質の差がほとんど

なくなれば価格のみで勝負が決まってしまいます。 

つまり、品質が変わらないのであれば安い方に需

要が流れ、過去の関係や付き合いといった人間性

に価値が見いだせられない時代なのです。そう考え
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ると、10年後に機械に仕事を奪われる業種もあるの

でしょう。  

 

「未来」 

岐阜県に本社を置く「未来工業」という設備資材メ

ーカーがあります。この会社はユニークで「全員正社

員、一日の労働時間は 7時間 15分で残業なし、定

年は 70歳で、上司への報告連絡相談もなし。社員

が自らの責任で考え、行動する。」と常識を覆すよう

な会社です。 

しかし、この会社の業績は営業利益率が 11,5％

（一般的には優良企業で 5％）と素晴らしいものです。

社長の発想も「未来」という社名同様ユニークなので

紹介します。 

 

「商品は高く売る」 

 社長、曰く「『安くていいもの』を作るという考え方

が間違っている。商品は高く売らなければならない。

そのためには上からあれやこれやと命じてばかりい

たら、社員はすぐに考えなくなる。言われるままにし

ていれば安全だし、その方がずっと楽だからだ。しか

し、それでは、新し

い感性とかアイデア

は生まれない。差別

化で売上を伸ばし、

経費を徹底的に削減して、付加価値を確保する。そ

して、それを思い切って社員に還元する。従業員を

労働力とみなすのではなく、運命共同体の仲間とし

て遇するのだ」。と言います。 

 この話を聞いて・・「当社では無理だ」と思ったとし

たらこのような付加価値の高い商売の実現は無理で

す・・。10年後を生き残るためにも人を大切にして、

人が儲けを生み出すような仕組みが必要なのです。 

そうでなければ機械やソフトに仕事を奪われかね

ません・・。是非、未来を目指した経営をしてくださ

い。 

 

会社の健康診断として経営分析を行っていますので担当者にお尋ね下さい。また、

お知り合いの経営者でお悩みの方がおられましたらお気軽にご相談ください。 

 

今月の経営のヒント ：自社の製品（サービス）は高いと言われますか？ 

  お客さんに安いと思ってもらえる努力が必要です。 

 

今月のことば 

 

言うは易く行うは難し 
 

（ことわざ） 
編集後記： 

1940年代以降に科学分野のノーベル賞を受賞した447人について、受賞理由となった科学の発見から

受賞まで何年かかったかを調査したデータがあります。2010年代では29.2年となっていました。彼らの長い

期間の地道な努力によって世の中が変わっているのです。結果がすぐ出ないと焦りや失望をもってしまいま

すが、長い先を目指し、一歩ずつ進みたいですね・・。（寿） 

当事務所のお客様の最近の黒字決算割合（ＴＫＣが証明するデータを使用しています） 

最近1年間：77.8％  
（国税局の発表によると法人の黒字割合は32.1％（27年4月～28年3月）です） 

 

事務所からのお知らせ 


